
広
島
県
呉
市
が
２
０
０

年
度
に
初
め
て
小
中
一
貫

校
を
設
置
。
財
政
破
綻
を

背
景
に
、
学
校
維
持
費
削

減
の
た
め
３
小
学
校
と
１。

中
学
校
を
統
合
し
ま
し
た

財
政
的
理
由
が
最
大
の

動
機
で
し
た
。

中
教
審
で
は
２
０
１
２

年
ま
で
は
「
小
中
一
貫
教

、

育
」
は
賛
成
と
反
対
の
意

見
が
あ
り
、
慎
重
な
姿
勢

で
し
た
。

そ
れ
が
な
ぜ
制
度
化
さ

れ
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ

た
の
か
。

年

月
に
第
２
次
安

12

12

倍
内
閣
が
成
立
し
「
教
育

、

再
生
実
行
会
議
」
が
つ
く

ら
れ
、

年
７
月
に
「
義
、

14

務
教
育
学
校
の
制
度
化
を

積
極
的
に
推
進
」
を
提
言

し
た
こ
と
で
す
。

表
向
き
の
理
由
は
、
９

年
間
継
続
し
た
系
統
的
な

教
育
に
取
り
組
む
と
か
、

小
中
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に

つ
な
が
る
等
で
す
。

し
か
し
、
政
治
的
に
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
」
と
い
う
財
界
の
要
請

と
、
自
治
体
の
学
校
維
持

費
削
減
が
狙
い
で
す
。

小
中
一
貫
校
の
建
設
費

は
、
国
の
補
助
が
１
／
３、

か
ら
１
／
２
に
拡
大
さ
れ

４
つ
の
学
校
を
一
つ
に
ま

と
め
れ
ば
、
学
校
維
持
管

理
費
は
半
分
以
上
削
減
さ

れ
、
財
政
的
理
由
が
大
き

く
な
り
ま
す
。

急
激
な
少
子
化
で
「
小
、

規
模
校
は
保
護
者
に
と
っ

て
不
安
」
と
言
っ
て
、
反、

対
の
声
が
出
な
い
う
ち
に

一
気
に
改
革
を
進
め
る
シ
「

ョ
ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
」

と
手
法
が
似
て
い
ま
す
。
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7月 21人 8,910円
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小
中
一
貫
教
育
導
入
の
経
緯
は

「

」

安
倍
内
閣
の

教
育
再
生
実
行
会
議

と
自
治
体
の
財
政
的
理
由

村
の
四
季

52
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

茅
（
谷
地
）
刈
り

か
や

、

秋
の
取
り
入
れ
も
終
え

庄
内
平
野
も
鳥
海
、
月
山

の
嶺
も
白
く
な
る

月
11

15

、

（

）

日
は
村
谷
地
村
所
有

の
茅
刈
り
で
あ
る
。

村
の
北
は
ず
れ
、
庄
内

町
橋
の
脇
集
落
、
京
田
川

添
い
に
鉄
道
を
挟
ん
で
、

今
は
田
ん
ぼ
や
畑
地
に
な

っ
た
が
、
茅
刈
り
場
で
あ

っ
た
。
こ
の
谷
地
は
各
家

々
の
持
ち
株
制
で
、
刈
り

取
っ
た
茅
を
分
配
す
る
共

同
作
業
で
あ
る
。

庄
内
町
橋
の
脇
～
八
色

木
の
県
道
添
い
に
う
っ
そ

う
と
繁
り
、
酒
田
、
余
目

方
面
か
ら
の
通
勤
通
学
者

が
西
袋
駅
で
下
車
し
、
京

田
川
橋
を
通
り
、
八
色
木

方
面
に
通
じ
る
「
安
達
ヶ

原
の
鬼
婆
、
い
わ
て
と
呼

」

ぶ
鬼
女
の
伝
説
（
福
島
県

二
本
松
市
）
を
想
像
さ
せ

る
よ
う
な
県
道
で
あ
る
。

口
伝
に
よ
る
と
、
八
色

木
集
落
は
こ
の
地
か
ら
始

ま
っ
た
と
も
言
う
、
京
田

川
の
度
重
な
る
洪
水
に
よ

っ
て
、
南
の
方
へ
南
の
方

へ
と
移
築
し
た
と
云
う
。

今
の
村
の
北
は
ず
れ
に、

法
竜
大
権
現
が
あ
っ
た
が

こ
れ
が
南
は
ず
れ
に
あ
っ

た
と
云
う
。
昭
和

年
、

58

県
道
八
色
木
バ
イ
パ
ス
道

路
計
画
に
よ
り
、
皇
大
神

社
境
内
に
移
築
し
た
。

村
の
谷
地
刈
り
は
、
毎

年

月

日
と
決
め
て
い

11

15

た
の
で
、
改
め
て
通
知
す

る
こ
と
も
な
く
、
全
戸
が

出
役
し
て
い
た
。
こ
の
日。

は
毎
年
天
気
が
良
か
っ
た

庄
内
平
野
を
貫
通
し
て

い
る
ス
ー
パ
ー
農
道
を
通

る
と
、
平
田
や
八
幡
地
区

の
家
に
茅
で
雪
囲
い
し
て

い
る
の
が
目
に
つ
く
。
ま

さ
に
庄
内
の
風
物
詩
で
あ

る
と
思
う
。

鶴
岡
市
教
育
委
員
会
は

「
小
中
一
貫
教
育
」

、

、「

」

。

は

教
育
の
質
を
高
め
る

と
言
っ
て
い
ま
す

小
中
一
貫
教
育
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い

て
見
て
み
ま
す
。

小中一貫教育が導入された経緯

１９９８年度
中等教育学校(中高一貫校)の導入で、単線型学校制度

から複線化へ

２０００年度
中高一貫校があるなら小・中もと、研究開発学校の指

定を受け、広島県呉市が初めて小中一貫校を設置

２００４年度 構造改革特区を利用して東京都品川区が開始

２００５年10月 中教審答申では、小中一貫校は「今後の課題の一つ」

２００６年度 東京都三鷹市が開始

２００６年９月 第一次安倍内閣が成立（～07年９月）

２００６年10月 教育再生会議を設立

２００６年12月
教育基本法改正（愛国心、家庭教育、第5条の義務教

育に「別の法律に定める」を加える）

２００８年度 「教育課程特例校制度」が創設され、全国展開

２０１２年７月
中教審答申では、賛成と反対の意見があり、「義務教

育学校の創設には慎重な姿勢」

２０１２年12月 第２次安倍内閣が成立（～第４次20年９月）

２０１４年５月 文部科学省が小中一貫教育の実態の初の調査

２０１４年７月
教育再生実行会議第５次提言で、「義務教育学校の制

度化を積極的に推進」

２０１４年12月
中教審小中一貫教育特別部会が、小中一貫教育制度化

を提言

２０１５年６月
学校教育法を改正し、義務教育学校を制度化。初等教

育段階から複線化



朝
日
地
域
の
「
か
た
く

り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
」
は
、
昨

年

月
末
で
管
理
運
営
組

11
合
が
営
業
を
休
止
し
て
い

ま
し
た
。

、

朝
日
庁
舎
で
は
今
年
度

３
カ
月
間
限
定
で
施
設
を

運
営
し
て
も
ら
う
「
か
た

く
り
温
泉
利
活
用
ト
ラ
イ

」

、

ア
ル
事
業
を
立
ち
上
げ

５
月
に
事
業
者
を
公
募
。

事
業
者
選
定
の
結
果
に
つ

い
て
７
月
６
日
、
朝
日
庁

舎
市
民
福
祉
課
か
ら
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

大
広
間
を
無
料
開
放

屋
外
サ
ウ
ナ
の
実
施

７
月
３
日
（
月
）
に
実

施
し
た
選
定
委
員
会
（
委）

員
長
・
朝
日
庁
舎
支
所
長

に
よ
る
審
査
の
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。

●
応
募
者
数
：
１
者

●
選
定
事
業
者
：
特
定
非

営
利
活
動
法
人
こ
み
っ
と

Ａ
Ｆ
Ｃ
理
事
長
菅
原
和

則●
審
査
点
：

点
／

点

37

50

中●
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
の
提

案
概
要
／
実
施
期
間
（
予

定
）
令
和
５
年
８
月

日
11

(

金)

～

月

日(

金)

11

10

①
温
泉
入
浴
事
業

・
営
業
時
間

水
～
日
曜

日
の
午
前

時
～
午
後
９

10

時
、
日
曜
日
は
午
前
７
時

か
ら
営
業
（
月
、
火
曜
日

休
館
）

・
料
金
設
定

大
人
４
５

０
円
、
子
ど
も
２
０
０
円

（

歳
以
下
）

12

、

・
大
広
間
を
無
料
開
放
し

遊
具
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
設

置（
参
考
／
営
業
終
了
前
は

毎
月
第
３
水
曜
日
が
休
刊

日
で
、
料
金
は
大
人
４
５

、

、

０
円
子
ど
も
２
２
０
円

）

大
広
間
２
０
０
円
で
し
た

②
地
域
振
興
に
資
す
る
自

主
事
業

・
隣
接
す
る
高
齢
者
活
動

支
援
施
設
「
健
康
の
里
ふ

っ
く
ら
」
を
利
用
し
た
健

康
増
進
事
業

、

・
屋
外
サ
ウ
ナ
の
実
施
等

複
数
回
の
イ
ベ
ン
ト

・
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
よ

る
事
業
本
格
化
に
向
け
た

ニ
ー
ズ
調
査

●
住
民
の
移
動
手
段
の
確

保
に
つ
い
て

・
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜

日
に
運
行
し
て
い
る
朝
日

地
域
市
営
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
温
泉
営
業
終
了
後
休

止
し
て
い
た
「
か
た
く
り

荘
前
」
バ
ス
停
の
使
用
を

ト
ラ
イ
ア
ル
期
間
中
に
再

開
。

・
土
曜
日
に
つ
い
て
は
、

朝
日
地
域
市
営
バ
ス
利
用

拡
大
協
議
会
に
よ
る
「
土

」

、

曜
試
験
運
行
を
実
施
し

「
か
た
く
り
荘
前
」
バ
ス

停
を
経
由
し
て
運
行
。

こ
み
っ
と
Ａ
Ｆ
Ｃ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

こ
み
っ
と
Ａ
Ｆ
Ｃ
（
理
事

長
菅
原
和
則
・
朝
日
中
央

）
、

コ
ミ
セ
ン
事
務
局
長
は

関
係
団
体
や
地
域
住
民
と

協
力
し
「
将
来
に
渡
り
魅

、

力
的
で
持
続
可
能
な
朝
日

地
域
を
維
持
発
展
さ
せ
る

こ
と
」
を
目
的
と
し
活
動

す
る
と
し
て
、
６
月

日
27

。

に
法
人
を
設
立
し
ま
し
た

A
sahi

Ａ
Ｆ
Ｃ
は
「」

。

Future
Creators

で
す

市
は
、
温
泉
入
浴
事
業

に
か
か
る
水
道
光
熱
費
と

燃
料
費
相
当
額
（
上
限
１

８
９
万
円
）
を
補
助
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
７
月
の
休
止
発
表

後
「
ぼ
ん
ぼ
の
存
続
」
を

、

、

求
め
る
住
民
の
声
を
受
け

共
産
党
市
議
団
も
支
援
し

て
き
ま
し
た
。

裁
判
の
責
任
割
合
と
開
き

が
あ
る
事
に
な
る
が
、
こ

れ
は
さ
て
お
き
・
だ
。

▲
だ
か
ら
、
合
意
書
が
出

来
る
の
に
何
故
時
間
が
か

か
っ
た
か
と
い
う
と
、
法

律
事
務
所
が
代
理
人
で
や

っ
て
き
た
仕
事
だ
か
ら
、

運
転
手
当
人
の
署
名
を
認

め
な
い
と
い
っ
て
は
、
何

度
も
手
紙
の
往
復
だ
。

▲
直
接
の
接
触
は
止
め
ら

れ
て
い
た
が
、
運
転
手
当

人
は
ど
う
な
ん
だ
と
思
い

な
が
ら
送
っ
た
ら
、
署
名

し
た
と
い
う
連
絡
が
法
律

事
務
所
か
ら
届
い
た
。

▲
し
か
し
、
そ
の
連
絡
と

い
う
の
が
法
律
屋
ら
し
く

な
い
ん
だ
。
同
意
書
を
送

っ
た
か
ら
金
も
送
っ
た
と

あ
る
ん
だ
が
、
同
意
書
が

届
い
て
い
な
い
ん
だ
。
し

か
も
、
金
を
送
っ
た
ん
だ

か
ら
後
は
何
も
責
任
が
な

い
と
の
文
書
だ
。
そ
れ
は

な
ん
で
も
早
す
ぎ
る
。
葉

書
で
指
摘
し
た
。

▲
動
い
て
い
る
車
同
士
の

事
故
に

対
０
は
な
い
と

10

い
う
話
は
ウ
ソ
で
、
現
実

に
は
あ
る
ぞ
（
石
川
）

。

鷺
畑
山
古
墳
発
掘
調
査
会

を
つ
く
り
発
掘
調
査
を
進

め
、
事
務
局
長
の
私
は
、

こ
ち
ら
に
熱
中
し
、
依
頼。

を
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
る

そ
ん
な
時
の
２
０
１
４

年
正
月
、
お
と
そ
気
分
の

と
こ
ろ
に
、
浅
野
さ
ん
か

ら
電
話
が
あ
っ
た
。
進
み

具
合
は
ど
う
か
と
い
う
の

で
あ
る
。
瞬
間
す
っ
か
り

忘
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ

て
、
そ
の
場
は
な
ん
と
か

取
り
つ
く
ろ
っ
た
。
で
も

あ
と
２
カ
月
ほ
ど
の
勝
負

で
、
何
と
か
で
か
し
た
。

冷
や
汗
も
の
の
史
跡
と
の。

最
初
の
向
き
合
い
で
あ
る

東
田
川
史
跡
物
語

東
田
川
史
跡
と
私
ー
調
査
報

青
山

崇

告
書
作
成

か
っ
た
の
で
は
と
今
は
思

う
。
そ
れ
は
人
の
問
題
で

は
な
く
、
史
跡
地
に
居
住

す
る
私
が
執
筆
し
た
こ
と

で
、
藤
島
地
区
の
人
々
と

史
跡
の
関
わ
り
が
、
少
し

は
で
き
た
の
で
は
と
思
う

.

か
ら
あ
る

さ
て
受
け
た
も
の
の
、

第
一
次
資
料
は
あ
る
の
か

な
い
の
か
。
参
考
本
は
ど

う
な
の
か
。
受
け
た
２
０

１
３
年
正
月
で
は
皆
目
分

か
ら
な
か
っ
た
。

〝
ま
だ
１
年
も
あ
る
〟

と
し
て
、
当
時
郷
研
サ
ー

ク
ル
活
動
は
、
地
域
の
考

古
学
研
究
者
と
と
も
に
、

た
、
鶴
岡
市
史
編
纂
委
員

・
日
塔
哲
之
さ
ん
が
、
浅

野
さ
ん
の
了
解
を
え
て
私

に
ま
わ
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
結
果
的
に
は
よ

バ
イ
ク
事
故
で
合
意

一
昨
年
の
９
月
２
日
、、

自
分
の
乗
っ
た
バ
イ
ク
に

丁
字
路
で
一
時
停
止
し
な

い
車
が
ぶ
つ
か
っ
た
事
故

に
つ
い
て
は
、
相
手
の
車

の
持
ち
主
が
俺
を
簡
易
裁

判
所
に
訴
え
た
こ
と
。
裁

判
で
７
対
３
に
同
意
し
、

金
を
６
月
２
日
に
送
っ
た

事
は
去
年
６
月

日
付
の

12

民
報
で
報
告
。
バ
イ
ク
の

補
償
に
つ
い
て
は
、
今
漸

く
同
意
書
が
届
き
、
決
着

し
た
の
で
、
６
月
以
降
の

報
告
を
し
た
い
。

▲
車
は
決
着
し
た
の
だ
か

ら
、
バ
イ
ク
に
も
引
き
続

き
何
か
言
っ
て
く
る
だ
ろ

う
と
待
っ
て
い
た
が
、
ウ

ン
と
も
ス
ン
と
も
な
い
。

車
の
運
転
手
に
請
求
書
を

送
っ
た
ら
、
前
か
ら
の
弁

護
士
が
出
て
き
た
。
続
い

て
仕
事
を
し
な
い
弁
護
士

に
猛
烈
に
抗
議
し
た
。

▲
責
任
割
合
を
、
車
が
10

で
バ
イ
ク
が
０
に
す
る
事

に
は
抵
抗
が
な
く
ス
ン
ナ

。

、

リ
だ
っ
た
と
い
う
事
は

「
か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
」

８
月

日
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ル
運
営

11

あ
る
偶
然
か
ら
向
き
合

い
が
始
ま
っ
た
。
文
化
庁

文
化
財
担
当
の
浅
野
啓
介

さ
ん
か
ら
調
査
報
告
要
請

で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け

『近代遺跡調査報告書

政治（官公庁等 』2014）

年３月・文化庁発刊


